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26 人、１歳児 122 人、２歳児 102 人、３歳児








有病率：0歳児 7.7％、1歳児 9.2％、2歳児 6.5％、




公立保育所 242 人、私立保育所 197 人、公立幼



















































別調理が 369 件、取り分けが 166 件、その他の











































































































































































































　アレルギー疾患はここ 20 ～ 30 年の間に急速
に増えている。原因として大気汚染、家屋の気
密化によるダニの増加、建材から出る化学物質、
スギ花粉の増加など挙げられているが、小柳ら
は「ストレスの関与も大きく、日常的の遭遇す
るストレスで病状が装飾されることが多い」（10）
と述べている。ストレスに直面すると、ストレ
スホルモンとも呼ばれているコルチゾールが分
泌され内分泌異常が引き起こされる。それが長
く続くと交感神経の緊張を緩和しようとして副
交感神経が優位になるなど、自律神経機能が関
与してくる。
　自律神経の交感神経と副交感神経のバランス
の重要性については、安保（11）～（14）らも多く
の著書の中で提言している。心身のストレスは
交感神経を緊張させて循環器や消化器系の病気
にかかりやすくするが、副交感神経が優位にな
り過ぎてもアレルギー疾患を引き起こすという
ことである。
　衛生仮説については賛否両論あるが、藤田（15）
は清潔志向が高じた結果、本来人間が持ってい
た免疫システムに変調をきたし、アレルギー疾
患は増えてきたのではないかと述べている。
　母乳栄養と人工栄養に関しては、生後間もな
い乳児に牛乳を原料とした人工乳を与えると、
消化能力および免疫機能が未熟なため、牛乳た
んぱく質に対する抗体が産生されて牛乳アレル
ギーを起こしやすくなるという説もある（16）。
　また基本的なことであるが、早寝早起き、バ
ランスのとれた食事、身体を十分動かすなど規
則的な生活と、安易に薬に頼ることなく自然治
癒力を活かした養生をすることが免疫力を高
め、アレルギーになりにくい体質をつくるとも
言われている（17）。
　食物アレルギーも当然ながらアレルギーの一
種であることから、上記に示したようにストレ
スや免疫、衛生仮説、母乳と人工栄養などの視
点から多角的に取り組んでいく必要があるの
ではないだろうか。それが予防につながれば、
増加の一途をたどっている代替え食を減らすこ
とになり、栄養バランスを考えた食事作りに集
中することを可能にし、結果的には子どもの安
全を確保しつつ、成長発達を保障することにな
るのではないだろうか。
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